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皆さんは“いざ”という時の備えは十分にできていますか？
近年、大規模な自然災害が頻繁に発生しており、災害ボランティアセンターの役割がますます重要となっています。
白井市は、比較的自然災害が少ないと言われていますが、「備えあれば患いなし」の言葉のとおり、災害への備えを怠ることはできません。

　災害が発生した際に、住民の生活を一日でも早く平常時に
戻すためのさまざまな支援を行います。また、ボランティア
が安全で効率的に活動を行うための“調整機関”としての役
割があります。
　大規模災害発生時に、市災害対策本部からの要請を受け、
白井市社会福祉協議会が災害ボランティアセンターを立ち上
げます。

①�コロナ禍（感染症の流行時等）において、活動者の安全確保に留意
した災害ボランティアセンターの運営について確認する。

②�災害協定を結んでいる団体・企業と合同で訓練を行い、役割分担と
連携について確認する。

※�今年２月７日、９団体・１企業と白井市社会福祉協議会が、災害発
生時における災害ボランティアセンター支援に関する協定の締結を
しました。
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立ち上げ・運営訓練立ち上げ・運営訓練をを実施実施災害ボランティア災害ボランティア
センターセンター

～心を一つに「助け愛」のまち白井～～心を一つに「助け愛」のまち白井～
６月27日（日）白井市保健福祉センターを主会場として、延べ77人の参加協力により実施６月27日（日）白井市保健福祉センターを主会場として、延べ77人の参加協力により実施

災害ボランティアセンターとは 今回の訓練の目的

訓練の流れ ボランティアの流れ

❶❶受付受付

❷❷オリエンテーションオリエンテーション

❸❸マッチングマッチング

❹❹資材貸出資材貸出

❺❺現場対応現場対応
　　（ブルーシート張り・チェーンソー実演）（ブルーシート張り・チェーンソー実演） 炊き出し（非常食づくり）炊き出し（非常食づくり）

【まとめ】
　多くの皆さんの参加協力のもと訓練を実施することができました。
　今回の訓練では、災害協定を結んでいる団体・企業との役割分担と連携について確認ができまし
た。また、専門性のある支援やひとりひとりの頼もしい力を改めて感じることができました。今後
も訓練を繰り返し行うことで“いざ”という時に災害ボランティアセンターを円滑に立ち上げ、十
分に力が発揮できるように備えてまいります。
　訓練にご参加いただいた団体をはじめ、地域の皆さんには日頃から災害に対する意識を高めてい
ただき、引き続きのご支援とご協力をお願い申し上げます。

【参加団体】※順不同・敬称略
白井市、白井市民生委員児童委員連絡協議会、NPO法人白井市ボランティア連絡協議会、白井市
赤十字奉仕団、地区社会福祉協議会、白井ライオンズクラブ、白井あすなろライオンズクラブ、白
井ロータリークラブ、一般社団法人白井工業団地協議会、白井市商工会、白井市梨業組合、白井市
建築業組合、白井市造園業組合、ソニック設備工業株式会社
NPO法人千葉レスキューサポートバイク（アドバイザー）
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総務班
災害ボランティアセンターのとりまとめ

ニーズ班
ボランティアの募集・受付・調査・調整

資材班
活動内容に応じた資材の貸出

現場対応班
屋根のブルーシート張りとチェーンソーの実演

炊き出し班
非常食づくり（100食）

受付班
ボランティアの受付

マッチング班
ニーズとボランティアのマッチング
活動前の注意事項の確認

社会福祉協議会
災害ボランティア
センター長
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厚生労働大臣表彰を受賞
　昨年度、白井市音訳ボランティアやまびこ（以下やまびこ）は長年のボ
ランティア活動に対し厚生労働大臣から表彰されました。
　やまびこは、視覚障がい者をはじめ、読書が困難な方々に、市や社協の
広報などを音訳してカセットテープやCDを制作し届ける活動を、昭和60
年から36年続けています。その間、歴代の会員たちは少しでもリスナー（利
用者）の皆さんの一助になればと、地道な活動を続けてきました。いわば
縁の下の仕事で、一般の方々に、私たちの活動がなかなか認識されること

白井市音訳ボランティア
やまびこ

講座予定講座予定
講座名 日程 時間

Ⅰ．初心者のための写真講座

10月14日、21日、28日
（木・全３回）
受付日：９月15日（水）から
締切日：９月30日（木）まで

午後１時～３時
デジカメ・スマホOK
定　員：15人

Ⅱ．フラダンス講座

10月４日・11日・18日・
25日、11月１日
（月・全５回）
受付日：９月15日（水）から
締切日：９月25日（土）まで

午後１時～２時30分
参加費：100円（資料代）
定　員：20人

Ⅲ．やさしいピラティス教室

10月４日・11日・18日・
25日
（月・全４回）
受付日：９月15日（水）から
締切日：９月24日（金）まで

午前11時15分～12時
参加費：無料
定　員：20人

※各講座について申し込み多数の場合は抽選とさせていただきます。
※�新型コロナウィルス感染症の状況で、開催が中止となる場合があります。詳しくは、
社協ホームページや広報しろいでご確認いただくか、または直接、福祉センターまで
お問い合わせください。☎047（492）2022

はありません。しかし今回厚生労働大臣
表彰を受賞したことにより、自分たちの
活動が認められたことに、会員一同喜ん
でいます。ただ残念ながら、表彰式は新
型コロナ感染予防のため中止となってし
まいました。
　これからも、読書が困難な方々のお手伝いができれば、という思いで活
動を続けていきたいと考えています。また、この機会にこのようなボラン
ティア活動があることを皆さんに知っていただければ幸いです。
　私たちの活動にご興味のある方は、ぜひボランティアセンターまたはボ
ランティア連絡協議会へ、音訳CDを希望される方は市・秘書課へお問い
合わせください。
【問い合わせ】ボランティアセンター　☎047（492）5716

『赤い羽根共同募金』『赤い羽根共同募金』にに
ご協力ご協力ををお願いしますお願いします

令和３年10月１日㈮▶令和４年３月31日㈭運動期間

　赤い羽根共同募金は、今年度も10月１日㈮から３月31日㈭
まで全国一斉に実施されます。
　この募金運動は、今年で75回を数え「たすけあいの精神」
のもと民間福祉のために大きく貢献してきました。
　ご寄付いただいた募金の７割が白井市の福祉のため配分金
として戻されます。地元に還元される「赤い羽根共同募金」
へのご協力をお願いします。

　令和２年度も、小学校区ごとに設置された地区社会福祉協議会の
活動費に充てられ、地域住民の皆さまへ還元されました。車いすの
修理や一人暮らしの高齢者へ安否確認を兼ねた見守り訪問を実施す
る等、社会福祉協議会の自主事業へ使わせていただきました。
　今年は、昨年度に引き続き「新型コロナウィルス感染症」の影響
が懸念される活動に取り組んでいる団体等へも助成されています。

　赤い羽根共同募金は、助成計画に基づき、
いくら募金が必要になるかを計算して目標
額を立てる計画募金です。各市町村の目標
額は、過去３年間の募金実績から計算して
千葉県共同募金会が設定します。
　集まった募金は千葉県共同募金会で集約
し、次年度に社会福祉協
議会などへ助成金として
配分される仕組みになっ
ています。

自治会・地域を通じて（戸別募金）
� 1,948,977円
企業・商店（法人募金）
� 189,500円
小・中・高等学校（学校募金）
� 185,196円
その他募金箱・職域等
� 152,949円

　　　合　　計� 2,476,622円
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白井市支会の昨年度の
募金実績

2,476,622円でした
ご協力いただきありがとうございました。
引き続きのご支援をお願いいたします。

今年度目標額

3,030,0003,030,000円円
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福島龍子 1,000
匿名（根在住） 4,000
王淑蘭 1,440
匿名（中在住） 2,000

合計 8,440

㈱柏斎苑� アルコール消毒
匿名（大山口在住）� オムツ・防水シーツなど
千葉県退職公務員連盟印旛支部白井地区
� タオル16本
南山保育園� ハンドタオル・歯ブラシなど

令和３年６月１日～令和３年８月末日までに、ご寄付を
いただいた方をご紹介します

（敬称略・順不同・単位：円）

ありがとうございました。

～しろいつながりプロジェクト フードサポート第２弾～～しろいつながりプロジェクト フードサポート第２弾～

　新型コロナウイルスの影響により収入が
減少した世帯を対象に、食料品等の支援を
する「フードサポート」を10月19日（火）か
ら実施します。
　食料品等寄付の受付は以下の通り行いま
すので、ご協力のほどよろしくお願いします。

受付期間　９月15日（水）～30日（木）の平日
受付物品　乾物・インスタント食品・米・飲料など日持ちするもの
受付場所　ボランティアセンター

【問い合わせ】　ボランティアセンター　☎047（492）5716

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
別

名
「
地
域
支
え
あ
い
推
進
員
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ

い
て
「
高
齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護
予

防
の
基
盤
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
、
地
域
に
お
い
て
、
生
活

支
援
お
よ
び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
の
構
築
に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
を
果
た
す
者
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

白
井
市
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
４

名
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
各
地
域
に
お
い
て
話
し
合
い

を
進
め
て
い
ま
す
。

★
サ
ロ
ン（
集
い
の
場
）

◦�

梨
の
実
ひ
ろ
ば

◦�

お
や
じ
サ
ロ
ン

◦�

ぼ
っ
ち
ク
ラ
ブ

◦�

冨
士
元
気
ひ
ろ
ば

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
悩
み

～
そ
の
①
～

◦�

地
域
の
話
し
合
い
の
中
心
メ
ン
バ
ー

と
な
る
人
を
探
す
の
は
難
し
い
。

～
助
言
～

◦�

各
地
域
に
は
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
代

表
が
い
ま
す
。
団
体
で
活
動
し
て
い

る
人
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
に
相
談
し
て

み
た
ら
い
い
の
で
は
。
と
い
う
提
案

を
い
た
だ
き
、
紹
介
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

～～〝
助
け
合
い
〟〝
支
え
合
い
〟の
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

〝
助
け
合
い
〟〝
支
え
合
い
〟の
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
～～

委
員
の
紹
介

委
員
の
紹
介

※
順
不
同
・
敬
称
略

※
順
不
同
・
敬
称
略

支
え
合
い
活
動
事
例

支
え
合
い
活
動
事
例

生
活
支
援
　
　
　
　
　
　

生
活
支
援
　
　
　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

委
員
か
ら
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
向
け
た
主
な
助
言

委
員
か
ら
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
向
け
た
主
な
助
言

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
悩
み

～
そ
の
②
～

◦�

困
り
事
は
な
い
と
い
う
地
域
の
方
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
こ
と

を
伝
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

～
助
言
～

◦�

地
域
の
方
が
解
決
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
は
。

◦�

困
り
事
に
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
も

あ
る
の
で
は
。

◦�

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
、
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に

進
捗
状
況
な
ど
を
伺
う
の
も
よ
い
手

段
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
生
活
の
困
り
事

◦�

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
サ
ー
ビ
ス

◦�

ち
ょ
こ
っ
と
や
り
ま
す
ワ
ン
コ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス

★
見
守
り
（
訪
問
・
電
話
・
メ
ー
ル
）

◦�
桜
台
拠
点
チ
ー
ム

◦�
堀
込
拠
点
チ
ー
ム

高
齢
者
生
活
支
援
会
議

高
齢
者
生
活
支
援
会
議

◦
白
井
市
商
工
会

　

駒
村　

武
夫

◦
白
井
市
介
護
支
援
専
門
員

　

仲
山　

君
子

◦
Ａ
Ｓ
Ａ　

Ｎ
Ｔ
白
井

　

能
登　

雅
彦

◦
白
井
市
自
治
連
合
会

　

飛
田　

毅

◦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

成
田　

秀
雄

◦�

白
井
市
民
生
委
員
児
童
委
員�

連
絡
協
議
会

　

山
下　

昌
江

◦
白
井
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

中
村　

良
雄

◦（
福
）皐
月
会　

さ
つ
き
の
里

　

寺
田　

健
一

◦�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

白
井
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

入
江　

富
士
子

◦�

公
益
社
団
法
人�

白
井
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

佐
　々

紀
和



令和３年９月20日 126号 4社協

編
集
後
記

私私たちはたちは白井市白井市のの地域福祉地域福祉のの発展発展をを応援応援していますしています

介護スタッフ大募集介護スタッフ大募集

アンスリール

施設で暮らす方々、
地域で暮らす方々を、笑顔に出来る。
そんな素敵なお仕事を
一緒にしてみませんか？菊華園

【勤務先】
・特別養護老人ホーム菊華園
・特別養護老人ホームアンスリール

連絡先 TEL.047-492-8111（後藤）
※託児所があります。

医療法人社団柏水会
介護老人保健施設ケアホーム白井
自然豊かでゆったりとした環境の中で、
あたたかい介護提供を心がけています。
随時、ご見学・ご相談受け付けてます。

白井市中170
(白井第二小学校向かい)
TEL. 047-492-2000

職 員
募集中

社会福祉法人皐仁会
特別養護老人ホームさつきの里
人にやさしい介護の実践を目指して
特別養護老人ホームとしては勿論、
居宅介護支援事業、デイケア、訪問看護等
各種サービスで地域の福祉の向上へと
務めております。

TEL. 047-492-1100

介護職員募集中

介護老人保健施設船橋ケアセンター

船橋市高野台5-741-6（北総白井病院隣り）
TEL. 047-449-7007　E-mail：fcc@tmg.or.jp

医療法人社団東光会

地域に開かれた愛し愛される施設を目指します。
ご相談、ご見学随時受け付けております。

看護・介護
スタッフ募集中
あなたに合った働き方で働けます。
お気軽にお問い合わせくだい。

広告を募集しています
広告にご協力いただける事業者様を募集しています。
詳しくは社会福祉協議会までご連絡をお願いします。

白井市社会福祉協議会
TEL. 047（492）5713
FAX. 047（492）3600
s-shakyo@atlas.plala.or.jp

広告内容の問い合わせは、各事業者にお願いします。
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落
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２
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ま
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し

た
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お
詫
び
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げ
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に
、
今
後
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り

方
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、
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
の

防
止
に
努
め
る
所
存
で
す
。
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。

　

大
き
な
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ス
や
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生
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る
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は
、
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く
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も
の
ミ
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重
な
っ
て
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
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今
回
の
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初
校
、
再
校
、

三
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校
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携
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方
々
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20
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が
、

気
が
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き
ま
せ
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た
。
こ
ん

な
大
き
な
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に
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い
、
毎
年
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い

る
記
事
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の
で
問
題
は
な
い
は
ず

等
の
思
い
込
み
が
あ
っ
た
よ
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で

す
。
見
て
い
る
よ
う
で
見
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
か
、
ま
さ

か
の
ミ
ス
で
す
。
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、
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ス
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止
に
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い
り
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す
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【一般相談日】
　生活、家庭不和、住宅、教育問題など日常生活上のあらゆる相談に応じ
ます。
①日　時　毎週金曜日（弁護士相談日を除く）　午前10時～午後３時
②場　所　保健福祉センター３階／社会福祉協議会
③対　象　一般
【弁護士相談日】
　�　月に２回、弁護士が来所し相談に応じます。相談は無料でどのような
相談も受け付けます。詐欺、相続、離婚、事故、破産などでお困りの方
は一度ご相談ください。

①日　程　�令和３年９月22日（水）、10月８日（金）・29日（金）
　　　　　　　　　11月12日（金）・24日（水）、12月10日（金）
②時　間　午前10時～午後３時
③場　所　保健福祉センター３階／社会福祉協議会
④対　象　一般
⑤受　付　�★当日受付枠
　　　　　相談日当日、受付順に希望の相談時間をお取りいただきます。
　　　　　窓口での受付：当日午前９時より
　　　　　電話での受付：当日午前９時30分より
　　　　　▲予約枠
　　　　　前の相談日以降に、次の相談日の予約ができます。
　　　　　受付方法：窓口・電話どちらでも可
【相続・税務相談日】
　�　月に１回、税理士が来所し相談に応じます。相談は無料で、相続や税
務に関わる相談を受け付けます。ただし、確定申告などの書類作成につ
いては対応していません。

①日　程　令和３年10月20日（水）、11月17日（水）、12月15日（水）
　※②～⑤は、弁護士相談日と同じ

こ
の
広
報
紙

はＣＤでも
聴
け
ま
す

製 作
白井市音訳ボランティア

やまびこ

問い合わせ
ボランティアセンター 047（492）5716

お知らせ 心配ごと相談

お知らせ 生活福祉資金（教育支援資金）
のご案内

　一定の所得以下の世帯を対象に、高校・専門学校・大学などへの入学お
よび在学中に必要な経費をお貸しします。
対　象
　世帯の収入がおおむね市民税非課税程度であり、他からの貸付を受ける
ことが困難な人。
内　容
⑴対象となる経費・貸付上限額
　①授業料や施設整備費、通学費など
　　高校� 月額３万５千円以内　　　　　
　　短大・専修・高専� 月額６万円以内　　　　　
　　大学� 月額６万５千円以内　　　　　
　②入学金や制服、教科書の購入など� 50万円以内　　　　　
⑵貸付利子　　　無利子
⑶償還期間　　　原則10年以内
※�他の貸付制度が優先になります。まずは日本学生支援機構の第一種奨学
金、千葉県の母子父子寡婦福祉資金などが利用できるかを確認してくだ
さい。それらの制度が利用できない場合や利用しても不足が生じる場合
などにご相談ください。
※�世帯の生活の安定を図ることを目的に、お住まいの地域を担当する民生
委員と社会福祉協議会とが、相談から申し込み、返済に至るまでのさま
ざまな過程で、継続して相談支援を行います。
※貸付には審査があります。
※�そのほか、貸付条件がありますので、詳細はお問い合わせください。

情 報 ひ ろ ば

【申し込み・問い合わせ】　社会福祉協議会　☎047（492）5713

お 願 い　◆相談の際は、マスクの着用をお願いします。
　　　　　◆発熱や咳の症状がある方の相談は、お受けできません。
　　　　　◆�新型コロナウイルスの感染拡大があった場合、変更となる場

合があります。


